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企 昭和30年代から毎年開催され， 心待ちにされている「教職員文化展」
今年度は， 教育・文化週間にちなんで11月4日（水）から11月6日（金）
までの3日間開催された。（於． 黒田講堂）
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⑧敏動量P
富山， 石川両県の高校の意見・要望を聴く．グ
『高等学校長協会と富山大学との懇談会』を開催
一ーより意義のある懇談会と し て の今後の在り方も関われる．グ一一
毎年開催している富山． 石川両県の高等学校長協会
と の懇談会を． 去る 10月6 日（火）午後 3時か ら 市 内 の
パレ ・ プラ ン高志会館「 カ ルチャーホール」 に お いて
開催しました。
この懇談会は， 本学の入試試験 及び教育研究等 に つ
いて， 高等学校側と意見を交換し理解を求め る こと を
目的 に開催している も ので， 両県の高校長協会か ら ，
各協会長 及び高校長等33名の出席があり， 小黒学長を
は じ め各学部長， 教養部長及び学生部長等 と 2時間 に
わたり熱心に意見交換を行いました。
主な 話題と して， 平成4年度本学入学者選抜試験の
試験結果や平成5年度か ら 4年一貫教育体制への移行
す る こと ， さ ら に， 人文学部 及び理学部の学科改組の
計画等に関す る こと が採り上げられました。
また， この懇談会を通して， 富山大学の改革構想 を
含め た 現状の理解を願うと と も に、 高等学校側か ら も
本学に対す る 要望 ． 期待が述べ ら れ る な ど本学の今後
に資す る も のがありました。
企 パレ ・プラン高志会館で開催された平成4年度の高校長協会と
本学との懇談会（平成4年10月6目ω）
円。
平成4年11月発行 ...... ＋ 
地域との連携の在り方を探る第2弾．グ
地域と の連携の在り方を模索し ， 一層の 研究協力 を
推進 し た い と す る 本学地域共同研究センター で は， 去
る 9 月 12日（土）に開催 し た イ ベン ト 「聴いて ・ 見て ・
触れてーお も しろ夢大学in TOYAMA－」 に続いて，
去 る 10月 21日（水）文部省学術国際局研究助成課高松典
雄研究協力室長を招 き ， 「研究協力 を 考 え る 会」を工
学部に お いて開催 し ま し た。
また， 当日は， 昨年度に設立発足 し た［富 山大学地
域共同研究センター交流振興会」 の平成4 年度第 1 回
理事会及び 総会が併せて開催さ れました。
こ の 2 つ の 企画は， 当日の 一連の 行事 と し て日程に
組み込まれ， 終日， 民間等 と の 研究協力の更な る 推進
に資す る た め の活発な議論が展開さ れま し た。 そ の 概
要は， 以下の と おりです 。
｜ 日 程 ｜
1 1  : 30～12: 00 平成4 年度地域共同研究センター
交流振興会第 1 回理事会
12: 00～13 : 00 （昼 食）
企 2 1世紀を展望した学術研究の総合的推進方策に
基づき， 社会的協力 ・連携の在り方等につい て
講演する文部省学術国際局高松研究協力室長
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13: 00～13: 30 平成4 年度地域共同研究センター
交流振興会総会
13: 30～13 : 45 （休 憩 ）
13: 45～15: 00 講演 「研究協力の 現状と 将来展望」
一文部省学術国際局研究協力室長
高松 典雄 氏 一
質疑応答
15: 00～15: 20 （休憩 ・ 移動）
15: 20～17: 15  分科会（フ リ ー ・ ディス カッション）
①電気 ・ 電子
②新素材
③メ カ ト ロ ニ ク ス
④バイ オ テ ク ノロジー ・ 化学
17: 20～ （懇親会）
｜ 会 場 ｜ 工学部大会議室， 同小会議室
｜ 出 席 者 ｜ 法 人 （企業等） 29 社
工学部， 地域共同研究センター教官
及び関係職員 多数
企 富山大学地域共同研究センタ 交ー流掻興会
平成4年度総会。円内は， 議事 に先立ちあ
いさつする龍山センター長
平成4年11月発行 学 報 第338号
⑮⑮⑧⑮⑧②⑧③③ 
BIB事曜輯揖J望者軽量輔轟轟：Bllil
平成4 年 8 月10日付けで名古匡アメ リ カ ン ・ センタ一
新館長に就任さ れ た マ イ ケ ル ・ N ・ グ リ ー ンワ ルド氏
夫妻が， 服部正夫副館長ら を同行さ れて， 去る 10月19
日（月）に就任あ い さ つの た め小黒学長を表敬されました。
グ リ ー ンワ ルド新館長は， アメ リ カ 合衆国の大学 と
の国際交流や留学生等の交流促進に協力 し た い旨述 べ
ら れ， また， アメ リ カ ン ・ センタ ー には， アメ リ カ の
大学の紹介ビデオ 及び関係資料並びにアメ リ カ 文学関
係図書， 連邦議会の議事録等を収蔵 し てい ること か ら，
教育 ・ 研究用に利用希望があ れば貸出 し をす る こと も
併せて説明 さ れまし た 。企 グリ ンーワルド 名古屋アメリ カン・センタ一新館長夫妻
.. 交流促進に協力し， お役に立ちたいと小黒学長にあ いさつする グリ ンーワル ド 館長ら
F同u
平成4年11月発行 品同十 報
平成4年度秋季全国国立大学教育学部長会議
去 る1 0月12日（月 ）. 1 3日（火 ）の 2 日 間に わ た って 平
成 4 年度 秋季全国国立大学教育学部長会議が， 本 学教
育学 部が当番 と な り パレ ・ プラ ン 高志会館及 び黒部荘
を会場に開催 さ れ ま し た。
会議は， 教育学部（学 校教 育 学 部 を 含む。 ） を持つ
21大学 ・ 22学 部長が参加 さ れ， 終始熱心 な 討 議 が 行 わ
れ ま し た。
第338号
会議の 協議事項 は， 「教員養成課程卒業 者 の 教 員探
用 試験結果 と 今後の対応につ い て」及 び「教員養 成 の
立場か ら の 一般教育 の 在 り 方につ い て 」 等 で し た 。
会議後， 紅葉 が見事 な 留、境黒 部峡谷 の 探 勝 と 黒 部川
第四発電所 の 見学 を さ れ． 富山を後に さ れ ま し た。
企 山地教育学部長が議畏となり熱心な討議が行われた
平成4年度秋季全国国立大学教育学部長会議
- 6 -
企 平成4年度秋季全国国立大学教育学部長会議
（平成4年10月12日～ 10月13日 於：高志会館）
平成4年11月発行 品同チ 報 第338号
平成4年度北陸地区教員養成学部事務長協議 会
去 る 9 月 24日（木 ）， 25日（金 ） の両氏 本 学教育学部が
当番 と な り ， 平成 4 年度北陸地区教員養成学 部事務長協
議会が， 本 学教育学部会議室及び雨晴ハイ ツにお い て 開
催 さ れま し た。
こ の会識 は， 北陸地区の国立大学で， 教員養成学部を
設置 し て い る6大学の教員養成学部関係の事務長等 を中
心 と して， 年 1 回共通す る 問題につ い て 協議が行 わ れ て
い ます。
今年度 の 会議で は， 「大学改革につ いて」 を主た る 協議
題 と し て協議さ れ． 各大学 ・ 学部の将来 を左右す る 教員
養成学部の改革につ いて， 白熱 し た協議や情報交換等 が
行われま し た。
また， 本 学での会議後， 会場 を雨晴ハ イ ツに移動 し．
本 学 で の 会議の熱気 と は ガラ リ と 変 わった 和 や か な雰
囲気 の中で会議が進め ら れ、会議 は盛会裡に終了 し まし
fこ。
平成4年度北陸地区教員養成学部事務長協議会
（平成4年9月24・25日 於：：本学教育学部）
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⑨⑨⑨⑧⑨⑮⑧⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑧⑪⑨⑧⑨＠ 
第1回（平成4年度） 富山地区国立学校技術職員研修
第 1 回 （平成 4 年度 ） 富 山地区国立学 校技術 職 員 研
修 が， 去 る 9 月 28日（月 ）か ら 9 月 30日 （水 ） ま で の 3日
間， 本 学黒田講堂に お い て実施 さ れ ま し た 。
こ の研修 は， 富 山 地区 の国立学 校に勤務す る 教室系
技術職員に対 し て ， その 職務に必要 な 知識， 技 術 を修
得 さ せ る と と もに， 相互啓発 の 機 会 を 与 え る こ と に よ
り ， 職務遂行に必要 な能力， 資質等 の向上 を 図 る こ と
を目的に実施 さ れま し た 。
本 年度 は ， 機械系 （ 工作系 を 含む。 ） 及 び 電気系
（工作系を含む。 ） を専門 と す る 技 術 職 員 を 対象 と し
て 実施 さ れ， 富山地区国立学 校 4 機関 か ら ， 機械系1 4
名， 電気系1 0名が受講 し ， その う ち ， 本 学 か ら 受 講者
は， 機械系1 0名， 電気系 3名で し た。
な お， 研修日 程及 び受講者 は， 次 の と お り で す。
（ 機 械 系 1 4名）
富山大学 工学 部 機械 シ ス テ ム 工学 科 渡辺 秀一
，，，， 豊本 勉
大 山 達雄
友坂 敏信
桐 昭弘
中村 善志
,, ，，〆
，， II ，， 
，， ，， ，， 
，， ，， ，， 
，，，， II 物質工学 科
富山大学 工学 部 工場係 谷口 泰一
二宮 英治，， ，， ，， 
山 田 聖
人文学部 ・ 理学部 ガラス工作室岩城 贋光
動要望 研究協力課 研究 助成係 森腰 正弘
，， II 川 原 昌彦
吉本 勝治
西井 正昭
，， 
富山商艶高庶務課 実習第二係等専門子校
，， ，， II 
（電 気 系 10名）
富 山大 学 工学 部 電子情報工学 科 高安 勇吉
北村 岩雄
吉津 審夫
武田 精一
松永 憲治
吉井 亮一
石黒 義久
米 川 覚
土田 敏雄
坂 口 克彦
以 上
II II II 
，， II ，， 
富山医科
薬 科大 学 研究協力課 研究企画係
，，  II ，， 
II 研 究 助成係II 
，， II ，， 
係係査二調
第
料務
習
資教
実
課
課
業生
務
事学
庶
学高校高校吠
業学船学
問
工門商門
開
山専山専
高富等富等
企 富山県内文部省関係国立学校の合同研修とし て， 初の企画となった富山地区国立学校技術職員研修
（平成4年9月28日（月）～30日嗣 於：：本学黒田講堂）
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｜ 研修日程 ｜
9: 00 11: 00 1 2  : 00 1 3  : 00 1 4: 00 15: 00 1 7: 00 
休
（月）｜ 械 ＜電気回路＞ ｜ 憩
ヨ
式 介 ン 今回 i& 系工学部助教授松田秀雄
電機械工学の基酎諸問）ス ーパアロ イ 核融合
91気く機 械加工学＞ 材料の 研究状況と
月｜系 工学部教授 自鐙谷久公｜ 将来展望
29 
日｜機 j電紅学均畠徹底飯田
（刈｜械； く電気機器学＞
系 ：工学部助教授 作井正昭
大平洋製鋼掬富山製造所
職専務噺受（捌娯
陪阪院センタ→客員割卦
佐藤祐一郎
動物の機能と ロボッ ト ｜強電における基礎研究｜
｜と応用研究
月
301 
日｜ 工学部 教授 欄別川製作所
附｜ 八木 寛 取締役技術本部長
津田邦男
休
憩
〆圏、
休
憩
、】J
情報工学の基礎知識（I)
工学部 教授
河崎 善司郎
技 術 発 表 意見交換
機 械系 2名
電気系 2名
移 企 業 見 学 ｜移
動 田中精密工業株 式会社 動
超伝導材料の 研究状況と ｜ 技術発表 ；意見交換｜ 閉
将来展望
古河電気工業側機能研究
i機 械系 2名j
所超伝導研究部長
（地域共同研究センター ｜電気系 1名
｜客員教授）田中靖三
｜講
｜ 式
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平成4年度富山地区国立学校事務電算化要員養成研修会
一方， 平成 4 年度 富山地区国立学校事務電算化要員 ｜ 受 講者 ｜
養成研修 会が， 去 る 9月 28日（月 ）か ら10月 2 日（金 ） ま 富山大学 庶務部庶務課 釜谷美貴子
での 5 日 間， 本学事務局会議室及び同事務電算室 に お ，， 経理部経理課 松永 良成
いて実施され ま し た 。 II 施設課 桜井 幸子
こ の研修 会 は， 本学及 び県内国立学校 3 機関 の 事 務 ，， 人文学部 ・ 理学部 岩城 稔
電算化をよ り 一層推進す る た め ， 経験 の な い職員 に 電 ，， 人文学部 ・理学部 金森美枝子
算処理の基礎知識及 び技術 を修 得させ る こ と を目的 に II 教育学部 波間 雄司
実施されて る も の です。 ，， 教育学部 武本 光雄
本年度 は， 富 山大 学 12名 ， 高岡短期大学， 富 山 工 業 II 経済学部 垣見 篤
高等専門学校及 び 富 山 商船高等専門学校 か ら各 1 名 ， ノノ 工学部 高尾 邦彦
計1 5名 が受講し， 国 立学校事務電算化 の 現状 と 課 題 に II 工学部 招田 高志
ついて理解した 後， コ ボ ルプ ロ グ ラ ミ ン グ の 基礎と 応 II 教養部 横井 宏正
用並び に プ ロ グ ラ ム作 成 ・ 実習 に真剣 に 取 り 組む研修 II 附属図書館 松島 珠喜
会 と な り ま し た 。 高岡醐大学 銅課 綿谷 浩
な お， 研究 日 程及 び受講者は， 次 の と お り です。 津崎 勝彦
白 山 一男
企 開講式で， 近年の行政改革， 定員削減などにより厳しい対応
を強いら れ て いる今日， 事務電算化要員養成研修の成果があ
がるよう期待する旨受講生を激励する大坪経理部長
（平成4年9月28日（月） 於：：本学事務局会議室〉
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9月お日冊
オ
受｜開I 1 1 国立学校事務電算化｜（昼食）｜電 子 計 算 機 概 論 ｜コボJレプログラミング（基礎）
講I ;: Iの現状と課題
付｜式I ti ｜（休憩）｜経 理 課 情 報 処 理主任 ｜ 経 理 課 情 報 処 理 係 長
, s I経理課長 板谷力夫 ｜ ｜ ｜ ン｜ ｜ ｜ 石 川 裕 史 ｜ 太 田 則 春
9 プログラム
月 コボJレプログミング（基礎） 作 成 ｜（昼食）｜コ ボ ル プ ロ グ ラ 、 ン グ （ 応 用 ）
29 （基礎演習）
日 経理課情報処理係長 （同じく，左 ｜（休憩）｜ 経理課情報処理係長 太 田 則 春
（必 太 田 則 春 記職氏名）
9 
月｜ コ ボ ル プ ロ グ ラ ミ ン グ（応用 ） ｜ （昼食）｜ コ ボ lレ プ ロ グ ラ ム 作 成 ・ 実 習
30 
日 ｜ 経理課情報処理係長 太 田 則 春 ｜（休憩）
制
富山大学職員 7名
10 
月｜ … フロ グ ラ ム 作 成 実 習 ｜（験）｜コボルプログラム作成矧電子計 算 機 実習 ）
日
開
富山大学職員 7名 （休憩） 富山大学職員 7名
10 
月｜ コ ボ ル プ ロ グ ラ ム 作 成・実 習｜（昼食）｜ コボルプログラム作成・実習 ｜閉2日幽 （電子計算機実習） （電子計算機実習） 講式
（休憩）富山大学職員 7名 富山大学職員 7名
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ゆ［！）��
異動区分 発令年月日 氏 名 異 動前の所属官職 異 動 内 作合守
採 用 4 .  10. 20 堀井 雅恵 事務補佐員 （附属図書館）
4 .  11. 1 芳賀 健一 助教授 （経済学部） 教 授 （経済学部）
昇 任
II 山本 直孝 II ，， II II 
4. 10. 31 福 島 春代 臨時用務員 （教育学部作業員） 平成4年10月30日 限り退職した
退 職
4 .  11. 1 東海ゆかり 教 諭 （教育学部附属幼稚園） 平成4年10月31日限り任期満了により退職した
育児休業 4 . 11. 1 中 田 良子 ，， ，， 職務に復帰した
採 周 4 . 11. 16 岸田 文隆 講 師 （人文学部）
4 . 12. 1 林 秀一 文部事務官 （工学部） 文部事務官 （人文学部・理学部）配置換
辞
退
死
，， 田端 尚史 ，， （庶務部庶務課） ，， （工学部）
職 4 .  12. 1 武 久美子 苅隠帯官（人支特日・理韓関帯係塑主主百 辞職を承認する
職 4. 12. 1 竹井 公子 臨時用務員 （教育学部作業員） 平成4年11月30日 限り退職した
亡 （調査中） 山回 目樹 助手 （工学部） 死亡 （海外研修先のアメリカ合衆国テキサス州ヒューストンにおいて急死）
Fゆゆゆゆゆゆゆゆ市中ゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆ：
� 
き
； 『冬の省エネルギーに協力をグ』 ； 
； ；  
� � 石油， 天然ガスなどのエネルギー資源は， 地球の貴重な財産です。 ； � 
� 資源の無駄使いは， 地球の温暖化など地球環境の悪化を招く原因ともなります。 t 
� 
� 日 頃からエネルギーを効率的に使用し， 地球に優しい環境作りに心掛けましょう。 ぎ
をさ ；� 
t 0 室温は 20°c�目途に唖房が過度になら ないよう心掛けること。 ； t 0 昼休み中の電灯は， 極 力全部消す等， 不用時の照明はこまめに消すこと。 ； 
f 0 できる限り鉄道 パス等の大量輸送機関を利用すること。 ； 
� � 
t し………………………………………………叫
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全日本合唱コ ンクール全国大会（中 学校部門）で
「金賞」と「文部大臣奨励賞」に輝く．グ
... 全国コンク ルーで美しいハ ーモニーを披露し，会場
を魅了する 本学教育学部附属中学校コーラス部
（平成4年11月1日（日）於：府中の森芸術劇場「どりーむホール」）
本学教育学部附属 中 学校 コ ー ラ ス 部 は ，9 月 2 0日 （ 日 ）
の第4 0回富山県合唱の祭典で， 中学部門 の 県 代 表 と な
り ， 中部地 区大会 でも優秀な 成績 を挙げ中部地区代表
と し て， 去 る 1 1 月 1 日 （ 日 ）府中 の森芸術劇場 「 ど り ー
むホ ー ル」 （東京都府中市） で 聞 か れ た ， 第45回 全 日
本合唱 コ ン クー ル 全国大会 中学校部門， 第 2 回 全 国 中
学校合唱 コ ン クー ル全国大会 （ 全 日 本合唱連盟， 朝 日
新聞社主催） に ， 昨年度 に引き続き出場 し ま し た 。
同 コ ン クー ル に は， 全国各地 か ら 推薦 さ れ た49校 が
自 慢のハーモニー を 披露す る な か で、本学附属 中 学 校
コ ー ラ ス 部 は， 見事 「金賞」 と 「文部大臣奨励賞」 に
輝き ま し た 。 な お 中 学 校 部 門 が新設 さ れ た昨 年 は ，
「銀賞」 を受賞 し てお り 、 2 年連続の栄誉とな り ま し た 。
本学教育学部附属中学校 コ ー ラ ス 部 は， 64人編 成 の
混成合唱団 で ， 堀江英 一教 諭 の指揮， 海老原 あ ゆみ
( 2 年生） さ ん， 中沖い く こ （ 2 年生 ） さ ん の ピ ア ノで，
「風の め ぐ る とき」「河童と蛙」 の 2 曲を歌い上げ ま し
た。
ま た， こ の「金賞」 は， 現在， 大学改革 を 進 め る 本
学 に あって， 大学の イ メージアップ に つ な が る 朗 報 と
し ても高 く 評価でき る の で は な い で し ょ う か 。
さ ら に， 去 る 11 月 19 日 （木 ） に は， 富山 県 民 会 館 ホ ー
ルで同校恒例 の 全校生徒の参加 に よ る 校内合唱コ ン ク ー
ルが， 「響き に乗って ど こ ま でも 」 を テ ー マ に 開 催 さ
れ， 各学年 4 ク ラ ス ， 計12 クラ ス が練習 の 成 果 を競い
ま し た 。 同 コ ン ク ー ルの最後の締め く く り と し て ， 同
校 コ ーラ ス 部 が金賞の歌声を披露 し て， 駆けつけ た 小
黒学長及 び今回事務局長を はじめ， 多 く の 生徒 の父母
ら の 盛ん な拍手 を 浴 びて い ま し た 。
，（加瀬附属中学校長に受賞の喜びをインタ ビュー〉＼
昨年の銀賞受賞 に続い て， 今年 「金賞」と「文 j
部大臣奨励賞」 を受賞す る こ とができま し た の は，
ひ と り コ ーラス 部だけで な く 全校 あ げて の 名誉で
あ り ， 教職員 ・ 生徒一岡本当に喜ん で お り ま す。
こ の栄誉 は， ひ とえ に 部員の寸限を惜 し ん で の
精進と努力の賜物で あ り ま す が， 堀江英一教 諭 の
優 れ た指導力 に よって可能 に なった の で あ り ま す。
同時 に， コ ーラ ス 部の積み重ね ら れ た伝統と，
合唱コ ン クー ル にみ ら れ る 全校 あ げて の， 音楽へ
の情熱と研績があ る こ とも忘れ る こ とはできま せん。
こ れ か ら も， 合唱を通じて学 んだもの を更 に 育
く ん で く れ る よ う 願って い ま す 。
最後に． 全国大会出場 に当たって， 多 く の 方 々
か ら 激励と御援助を頂戴 い た し ま し た。誠 に 有 り
難 く ， 心 よ り 御礼 を 申 し 上 げ ま す。
， ， 
、・－ーー
ーーーーー一一一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・
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富山大学での研究生活を顧みて
遼寧大学哲学系副教授 畢 小輝
遼寧大学哲学系副教授畢小輝氏 は ， 本学 と 中国遼寧大学 と の 学術交流協定 に基づき， 平成 4 年 9 月 1 日 か
ら 平成 4 年11月 23日 ま で の 間， 人文学部小津 浩教授 （文化構造論 ） の も と で「 日 本 近 現代哲学思想 の 研究」
を テ ー マ に， 研究交流者 と して本学 に滞在 さ れ ま した。
遼寧大学 か ら の 招へ い研究者 は，畢副教授 が 6 人目で す が， 招へ い 期聞 が満了し， 本 学 を 後 に さ れ る に 当
たって， 先 日 ， 畢先生 に 本学 で の 研究生活 な ど に つ い て 感想 を お 聞きし ま した 。 : 
私は， 中 国 の遼寧大学 と 日 本 の 富山大学 と の 学術交
流 の た め ， 日 本 の哲学思想史 を研究して い る 者 と し て
初 め て 日 本 に 来 ま した。中国 に い る 時か ら ， 本 や ， 新
聞や テ レ ビな ど を 通じて， 日 本の こ と は概ね知って い
ま し た が， 実感 と して捉え る こ と ができま せんでした。
「百聞 は 一見 にし か ず」 と い う 中 国 の 諺 が あ り ま す が，
ま さ に そ う し た 期 待 を抱い て富山大学を訪れた のです。
こ こ で ， 富山大学 で の 3ヶ月 にわた る 研究生活 の 印
象を述 べ さ せ て い た だき ま す。
企 小黒学長に着任の挨拶をする 遼寧大学畢副教授
（平成4年9月 1 日 於：学長室）
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1 . 富山大学のイメージについて
富山大 学 は 国立大学で， 遼寧大学 よ り 教育 と 研 究 の
レ ベ ルが高 く ， 豊富 な 学術資料にも恵 ま れ て い ま す 。
ま た ， 国際間の 学術交流も非常 に 重 視 さ れ て い て ， 海
外 か ら の学者の研究 と 生活 に， 至れ り 尽 く せ り の 世話
を さ れ て い る の が， 大変 印象的でした。
私の研究生活 は， 緊張の連続でし た が， 多 く の 先 生
方の お陰で， と ても楽し く 過す こ と が でき， 夢 の よ う
な 3 か 月 でした。人文学部 の 三質政美先生 は， 多忙に
もか かわ ら ず いろ い ろ の 面 で お 世話をして く だ い ま し
た。 日 本 に着 い た 8 月31 日 ， 乗っ て い た鑑真丸が台風
で予定よ り 4 時間も遅れ た の に， 三賓先生 は神戸港で
ずっ と 待って お ら れて， 富山大学 ま で案内して く だ さ
り ， 家 に 帰 ら れ た の は深夜 の 1 1時過ぎでした。 ま た ．
私の研究 に と って非常 に価値の あ る 資料を多 く 収集し
て く だ さ い ま した。
私の研究指導を担当 さ れ た 小 津 浩先生も， 熱 心 で
真面白な方でした。私の研究が支障 な く 行われ る よ う
に， 先生 は 自 分 の研究室も提供 さ れ， 資料の コ ピ ー な
ど に も協力し て く だ さ い ま した。共同研究 の時間 に な
る と ， 私たちは熱の こ もった意見交換をし， 先 生 か ら
は 日 本語 の 発音も訂正して い た だき ま し た。そして，
貴重な時聞を割 い て， 東京、京都 方面の研修 旅 行 に 同
行しても ら い． 多 く の 見聞 を 広 め る こ と ができま した。
平成 4 年 1 1 月 発行 品..... －十 報 第338号
企 人文学部小選教授と「現代田本哲学」について意見交換する 畢小輝氏
ま た ． 多 く の 職 員 の 方 々 に も 大変 お 世話に な り ま し
た 。 こ れ ら 教職員 の 方 々 の 御親切は忘れ る こ と が で き
ま せ ん 。 心 か ら 感謝 い た し ま す 。
2. 研究成果について
わずか 3ヶ月 と い う 短い 滞在期 間 で し たが， こ の間，
私は大量の本 を読破 し ， 研究資料の収集に努 め ， 日 本
の生活を肌 で 実感 す る こ と がで き ま し た 。 ま た ， 大 学
が設け た 留学生の た め の 日 本語 の授業を毎週 4 時間 受
けて， 日 本語 も 前 よ り 上達 し ま し た 。 帰国後， 私 は ，
計画 ど お り 中 国社会科学院 に 提 出 し た「現代 日 本哲学」
と い う テ ー マ の研究 を続け， ま た ， ア メ リ カ ， 台湾，
中国 の学者に よ る 『 日 本近代の著 名な思想家」の共 同
編集 の仕事 に参加 し ま す が， 富山大学 で の研究 は ， こ
れ ら の仕事 に き っ と 役立つ と 思い ま す 。
3. 富山の印象について
富山市 は と て も 美 し く て静か な と ころで す 。 小 学 生
で あ れ， 大学の教授で あ れ， 一般の 労働者で あ れ ， 会
社の 社長 で あ れ， 政府の役人 で あ れ， みん な 礼儀正 し
く て 思い や り が あ り ， 親切 で友好的で す 。 中 国 は昔か
ら 「礼儀之邦」と 言われて い ま す が， 日 本 も 賞賛す べ
き 「礼儀之邦」 だ と 思いま す 。 中 国 の 人 々 は， 富山市
民 の文明精神か ら 多 く の も の を 学ぶ必要 が あ り ま す。
私は， 日 本人 の 自 分 の仕事 に対 す る 真面目 さ ， そ の
勤労意欲 と 能率の 高 さ に 感心 し ま し た 。 日 本が， 短期
間で今 の よ う な 高 度 の 産業化 と 経済発展 と 遂げ る こ と
がで き た の は， 高レベ ル の科学技術教育 と 民主的 な 諸
制度 の ほ か に ， こ の真面白 さ と 勤労意欲が国民 の 意識
に浸透 し た た め だ と 感 じ ま し た 。
4. 両校の学術交流の発展を願って
ま ず， 将来 に向けて ， 私が富山大学 に お 願 い し た い
こ と は， 学術交流の た めの専門機関『 外事処』を設けて
い ただ き た い と い う こ と です。 こ れ は， 交流関係 者 に ，
言語， 生活， 研究の便宜を更に与え る こ と に な り ま す。
次に， 願 う こ と は， 両校 の最高幹部 の相E訪 問 の 実
現 で す 。 そ れ に よって相互理解 と 学術交流を一層深め
る こ と が で き る で しょ う 。 ま た ， 条件の許すかぎ り で，
双方の学者の研究滞在期間 を 長 く し ， あ る い は ， 互 い
に駐在員 を派遣 し て ほ し い と 思い ま す 。
以上， 遼寧大学の派遣研究員 と し て の個人的 な 意 見
を 申 し 述 べ ま し た 。 皆様の御意見 を お聞か せ い た だけ
れば幸 い で す 。
( 1992年 1 1月 17 日 帰国を 前 に ）
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山野スポーツセンター に63名の次期リーダー らが集う．グ
平成 4 年度 体育系サ ー ク lレ リ ーダー研修 会 が， 去 る
9 月30日 （水）か ら 10月 2 日 （金 ）の 2 泊3 日 の 日 程 で，
上新川郡大山 町 の 山 野 ス ポー ツ セ ン タ ー で実施 さ れ ま
し た 。
体育系サ ー ク ル の 次期 リ ー ダー 及 び体育会役員 ら
63名 が参加 し ， リ ーダー と し て の 資質 の向上を目指し，
各専門家 を招い た 講義及 び実習並び に 体育系 ク ラ ブ の
身近 な 問題点 を テ ー マ と し た 分科会 な ど に真剣 に 取 り
組 ん で い ま し た 。
ま た， こ の研修 を通 し て， 日頃交流の少な い各サ ー
ク ル聞 の 問題点や現状 の改善策等 に つ い て， 活発な 意
見交換 を 行 い ． 体育系サ ー ク ル の相互理解 と 親睦 を 深
め る 絶好 の研修 会 と な り ま し た 。
平成4年度（第30回）体育系サークルリーダー研修会
え
... 開講式で課外活動の意義を改めて説明する
増田学生部長
｜ 研修会日程 ｜ 一一一…一一 （次頁 の と お り ）
｜ ：本学体育系サークル｜ （平成 4 年1 1 月 1 日 現在 ）
陸 上 競 技 部 サ ッ カ ー 部
硬 式 庭 球 部 山 岳 部
軟 式 庭 球 部 ワ ンダ ーフォーゲル部
硬 式 野 球 部 オリヱ ンテーリング部
準硬式野球部 自 動 車 部
ソフトポー ル 部 サ イ ク リ ン グ 部
ラ グ ビ 一 部 水 泳 部
バ ドミ ント ン部 柔 道 部
男子ハンドボール部 空 手 道 部
女子ハンドボール部 少林 寺 拳 法 部
ボ ー リ ン グ 部 合 気 道 部
フェ ン シ ン グ部 弓 道 部
創 作 舞 踊 部 アーチ ェ リ 一部
剣 道 部 応 援 団
企 「よりよくサークルをまとめるには」を
テーマに真剣な討論が行われた分科会
ス キ ー 部
ヨ ッ ト 部
男 子バレ ーボ ー ル 部
女 子バレ ーボ ー ル 部
男子バスケットボール部
女子パスケットボール部
卓 球 部
漕 艇 部
基 礎 ス キ ー 部
スキューパーダイビング部 （準）
極 真 空 手 部 （準）
ゴ ル フ 部 （準）
アメリカ ン・フットボー ル部 （準）
アイスホ ッケー瓶準）
以上42サ ー クル
po 
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｜研修会日程 ｜
午前の部
6: 00 7: 00  8: 00  9: 00  1 0・00 11 : 00 1 2 :  00 13: 00 
9 笥
山
羽l
月 大学集合・出発 ス 体育会翻月ポ
オエ
30 ( 9 : 30) （昼 食）ツ
テンシ日
（黒田講堂前）
セ 自己紹介
タ
ン
着（羽
， 
ン
10 
月
講
義 分科会E
1 
起床・体操・清掃 （朝 食） 体育会説明 「有効なトレーニング」 「クラブ強化と充実した （昼 食）
日
教養部 鳥海清司講師
ク ラブ活動」
（本）
10 
月 山野スポーツ 大学到着
2 
起床・体繰・清掃 （朝 食） ま と め 開講式 セ ン タ ー
日 出 発 ・解 散
（金）
午後の部
13 00 14 : 00 15 : 00 16 : 00 17 : 00 18・00 19: 00 20: 00 21 : 00 22 00 
9 
月
講 義 分科会 I レ ク リエー シ ョン 実 習 事故防止
30 「リーダー論」 「よりよく クラブ 晴天時ソフトボール （入浴・夕食） 「ストレッチとマッサー ジ」 について （就寝）
日
経済学部
をまと め る には」 雨天時ドッヂボール 教養部布村忠弘助教授 （体育会）
（羽
津野雅彦助教授
10 
月
講 義 実 習
1 「栄
養学J （入浴・夕食） 自 由 交 歓 会 （就寝）
日 富山女子短期大学 「テーピングについて」
（本）
桑守豊美教授
円i
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� ミJ
平成4年度民間等との共同研究受入れ一覧
m・Fま区分 研 � 題 目 民問機関名 受 入 期 間 大学側研究代表者
A 超格子圧力セ ンサの研究 立山マシ ン欄 H.4.5.12～H.5.3.31 工学部 教 授 龍山 智祭
2 A Metallo proteasesの酵素免疫演l民主去（EIA）の確立 富士薬品工業側 ，， 工学部 教 授 島崎長一郎
3 A 文字認識装置の開発研究 SM K欄 H.4.6. 1 1～日.5.3.31 工学部 教 授 米国 政明
4 B 遺伝子増幅技法開発研究 富山県警察本部 H.4.5.12～H.5.3.31 工学部 教 授 島崎長一郎
5 B 大電流母線の接続・温度 ・ 強度に関す る研究 欄別川製作所 I/ 工学部 教 授 池田 長康
6 B 極低温鍛鋼管の開発 大平洋製鋼側富山製造所 ，， 教養部 助教綬 石川 義和
7 B 居眠り状態時の眼球運動に関す る研究 側別川製作所 H.4.5.12～H.5.3.31 工学部 教 授 八木 寛
8 B 気相合成 ダイヤモ ンドのモルフォロジーlこ関す る研究 （総不二越 H.4.5.2＆～H.5.3.31 理学部 教 授 金坂 績
9 B 大画面しCDの高精細化に関す る研究 ホシデン側 ，， 工学部 教 授 女川 博義
10 B 電子機器のEMC研究 吉田工業側 I/ 工学部 助教授 三日市政司
1 1  B ステ ンレス鋼の鋸刃切削の適性 津恨精機欄 I/ 工学部 教 授 能登谷久公
12 B 半導体磁気セ ンサの研究 北陸電気工業側 ，， 工学部 教 授 龍山 智楽
13 B マルチカラー表示パネル用EL面光源の開発 北陸電気工業側 I/ 工学部 教 授 宮下 和雄
14 B 低M g押出合金の開発 新日軽側北陸製造所 ，， 地研域究共セ同ン 助教授 池野 進
15  B セラミック及び糊旨と金属湖葉の界面に関する開E 側富山村田製作所 H.4.6.1 1～l 1.5.3.31 工学部 教 授 龍山 智楽
16 B 電流回復法によるアルミニウ場極酸倣膜のグレー発色 三協アルミニウム工業側 H.4.7. 1～H.5.3.31 工学部 助 手 謹覚寺聖一
17 B リ ン酸塑燃料電池の触媒研究 北陸電力側投術研究所 ，， 工学部 教 授 井上 正美
18 B 機能性材料 に関す る研究 アイシン軽金属欄 ，， 工学部 教 授 時稼 貢
19 B 熱間押出用ダイスのCAD化に伴う面目丑乙ヤ世に限付る研究 立山アルミニウム工業側 ，， 工学部 教 授 時湾 貢
20 B 高温度売流体用コンパクト熱交換器の開発 附加積製作所 ，， 工学部 教 授 宮下 尚
21  B 自動組立、ンステム周精密電磁アクチュエータの研究 側内日本システ ム I/ 工学部 教 授 小泉 邦雄
22 B 雪発電に関す る調査研究 関西電対梢溶合ぜ術研姫YT ，， 理学部 教 授 封馬 勝 年
23 B ハイドレート化合物の置換反応に関す る研究 北陸電力側技術研究所 H.4.9. 1～H.5.3.3 1 工学部 教 授 加藤 勉
24 B セルロース微位子の機能化と特性開行に閲する研究 レ ンゴー鮒 ，， 工学部 教 授 北野 博巳
25 B 石炭灰によ る断熱材の研究 北陸電力開技術研究所 ，， 工学部 教 授 竹越 栄俊
26 B Sートリジアえ縛体の葬栴性と防燃機構に関する研究 日産化学工業側富山工場 1-1.4.9. 1～H.5.3.31 工学部 教 授 島崎長一郎
27 c サーメット合金強靭化の研究 側不二越 1-1.4.5.2＆～H.5.3.31 工学部 教 授 多々 静夫
28 c 肖像写真合成 複写機の自動化 側光陽産業 〆，， 工学部 教 授 女川 博義
29 C 磁性体アクチュエー タの開発 欄不二越 ，， 教養部 助教授 石川 義和
30 C 水素貯蔵合金用金属間化合物粉末の開発 協｛申熱処理工業（掬 I/ 寝室罪集t 教 授 渡辺 国昭
31 C 水素貯蔵合金の多機能化に関す る 研究 側臼本基甥民！？室蘭研宛ヲ「T H.4.7. 1～H.5.3.31 採取T 教 授 渡辺 国昭
nHU 1よ
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平成 5 年 度 の 本学学生募集要項が， 去 る1 0月 1 2 日（ 月 ） に 発表 さ れ ま し た 。 既 に 7 月 発表 し た 「入学者選抜 要項」
で， 平成 5 年 度 の 入試の概 要 が発 表 さ れて お り （本年 7 月 発行第335号 で既報）， 今回 の「学生募集要項」で は ， 入
試 日 程 を 1 ペー ジに ま と め て図示す る 等志願者 に 分 か り や す い よ う に 工夫 し で あ る ほ か， 検 査 の 日 程 や 合 格 者 発
表 ・ 入学手続 き 等 に つ い て詳細 に記載 し であ り ま す 。
な お， 平成 4 年度学生募集要項 と の 主 な 相違点 は，
① 経済学部夜間主 コ ー ス に お い て ， 分離 ・ 分割方式 を導入 し ， それ に伴い， 前期及び後期 日 程 に募集人員 を
定 め た こ と 。
② 経済学部昼間主 コ ー ス に お い て， 3 学科 と も 前期 日 程 に募集人員 を増や し た こ と ， 理学部 の地球科学科を
除 く 4 学科で， 前期 日 程 の募集人員 を増 や し た こ と ， 更 に 工学部 の 全学科 に お い て ， 前期 日 程 の募集人 員 を
増 や し たこ と 。
③ 後期 日 程 に お い て ， 教育学部情報教育課程で個別学力検査 （「小論文 」 ） を 課 し ， 経済学部昼 間 主 コ ー ス
で個別学力検査 （「英語」 ） を新 た に 課 し た こ と 。
で す 。
その概 要 は， 次 の と お り で す。
ホ破＇ ＇昆檀'. '".) 
弘安タS E輸入fD 1偉急狼被援萌
.A. 去る10月12日（月）に発表された平成5年度富山大学学生募集要項， 同推薦入学・帰国子
女特別選抜・社会人特別選抜学生募集要項及び同私費外国人留学生募集要項の 3 分冊
QU 14 
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平成5年度 富山大学学生募集要項（抜粋）
・ 6』 ・・ ・目』・ －ー . . ・ ー ・ 6・， 目』4・ ・6・ 目』 ・ ・・目』・・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4・
学部 学科・課 程等 入学定員
募 集 人 員 募集人員に含まれる
前期日程後期日程 A日程 特別選抜の募集人員
人 人 文 Aザ，..，与 科 95 70 25 ［前期日間
学文 圭ロ豆
Aザ，..ー，－ 文 �ふ4• 科 1 10 80 30 儲入学(15�.帰国子女・出：人槻l趨ま（軒包
部 計 205 150 55 
小学校教員養成課程 100 70 30 
教 中学校教員養成課程 50 50 [A日程］推薦入学（6名理科，家庭及び美術専攻各2名）
育 養護学校教員養成課程 20 14 6 
兵子主J一. 幼稚園教員養成課程 30 21 9 
部 情 報教 育 課 程 40 30 10 〔前期日間推薦入学(10名）
言十 240 135 55 50 
忌 経 済
A子，，与. 科 159 126 33 
コ （前期日間経 間 経
余品�、 A子主＂！： 科 124 98 26 
i主
推薦入学（30名），帰国子女特別選抜（若干名）
経営法学科 102 81 21 
済 ス 5十 385 305 80 
学 夜 経 済
Aザ:u.ー 科 20 16 4 
〔前期日程〕コ 経 9呂‘4、 A弓� 科 20 15 5 間 推薦入学（20名），社会人特別選抜（20名1披）
官官 ！主 経営法学科 20 15 5 
ス 言十 60 46 14 
（注1 ) 言十 445 351 94 
数 Aザ＇－＇ 与ー 科 53 46 7 〔前期日間推薦入学（16名），帰国子姉�I蹴（若干名）
理 物 理 A子，，与弘 科 47 37 10 〔前期日1劃帰国子女特別選抜（若干名）
化 A寸Lゐ一 科 43 33 10 〔前期日記帰国子女・社会人特別選抜（若干名），ヲ主＇＂＇：.ャ
生 物 A子>..t,. 科 35 〔前期日程〕帰国子女・社会人特別選抜（若干名）45 10 
部 地 球 科
Aザ，，与 科 32 27 5 〔前期日間帰国子女・社会人特鳩抜（若干名）
計 220 178 42 
工 電子情報工学科 132 105 27 〔前期日間推薦入学（18名）
機械システム工学科 101 80 21 〔前期日間推薦入学(13名）
A弓M与． 物 質 工 A子孟 �与 科 83 66 17 〔前期日間推薦入学(12名）
化学生物工学科 86 68 18 〔前期日罰推薦入学(12名）
部 計 402 319 83 
メEコ>.. 言十 1,512 1,133 329 50 
（注1 ）経済学部の「昼間主コース」とは， 主として昼間の授業を履修するコースで， 「夜間主コー
ス」とは， 主として夜間の授業を履修するコースですが， 修業年限はともに4年です。
nHV 円ノ臼
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::?'i：：：；議験実施方！議集
(1) 実施方式 ・ 日 程
本学の入学者の選抜 は ， 分離 ・ 分割方式 （前期 日 程 ・ 後期 日 程） と 連続方式 （A 日 程） と を併用 し て行い ま す。
学部 ・ 学科 （課程） ごと の実施方式 は， 次 の と お り で す 。
実 施 方 式 ・ 日 程
学
部
学
科 （課 程 ）
人 文 学 部 ｜ 人文学科， 語学文学科
教 育 学 部
小学校教員養成課程， 養護学校教員養成課程，
幼稚園教員養成課程， 情報教育課程
分離 ・ 分割 方式
前期 日 程 ｜ 経 済 学 部
｜ 「昼間一J I 経済学科一一科
後期 日 程 ｜ 「夜間主 コ ー ス 」
理 AヲMニ， 部 数学科， 物理学科， 化学科， 生物学科， 地球科学科
a・ ・－－－－－ ----- －－ーーー・・・・・・・・ーー・.・．唱’ ・・·－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－·・・・・・－－－－－－ －－－－－－－－－－－－－－－－－－・・ ーーーーー
電子情報工学科， 機械 シ ス テ ム 工学科， 物資工学科，
工 A弓�与， 部
化学生物工学科
連 続 方 式 I A 日 程 ｜ 教 育 学 部 中学校教員養成課程
(2) 実施方式 ・ 日 程聞の併願
① 志願者 は ， 分離 ・ 分割方式の「前期 日 程」 グ ル ー プ又 は 連続方式の 「A 日 程」 グ ループか ら 一つ ， 分離 ・
分割方式の「後期 日 程」 グ ループ又 は連続方式 の 「B 日 程」 グ ル ー プか ら 一つ の合 計二つ の国立公立大学 ・
学部 （私立産業医科大学を含む。 以 下 同 じ。 ） に 出願す る こ と が で き ま す 。
し た がって， 併願が可能 な 方法 は ， 次の と お り で す 。
「前期一後期」， 「前期ーBJ. 「Aー後期」 「A-BJ,
② 本 学 の 前期 日 程 ・ A 日 程 の 学部 ・ 学科 （課程） と 後期 日 程 の 学部 ・ 学科 （課程〉 は， 併願す る こ と が で き
ま す 。
③ 本学 を含む前期 日 程 の 大学 ・ 学部 に 合格 し 入学手続 き を完了 し た 場合 は ， 本 学 の 後 期 日 程 の 学 部 ・ 学 科
（課程） を 受験 し で も そ の 合格者 と は な れ ま せ ん 。
：�（；：瀦；；；；：願三：：湖：：閉
・ 平成 5 年 1 月25日（月）から2月 2 B （火）までに必着のこと。
・ 直接持参す る 場合 は， 毎 日午前 9 時か ら午後 5 時ま で の 間受け付け ま す 。
た だ い 土曜 日 及び 日曜 日 は 受け付け ま せ ん 。
・ 郵送 の 場 合 は ， 2 月 2 日 （火 ）午後 5 時ま で到着す る よ う に送付 し て く だ さ い0
．受付期限後 に到着 し た も の は受理し ま せ ん 。
1i 円ι
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平成5年度 富山大学入学者選抜日程の概要
大学入試 セ ン タ ー鼠験
1月16日（土） ・ 17（日）
後 期 日 程
出 願 期 間 （前期日程・後期日程・A日程）
1月25日（月）～2月2日（火）
受 験 票 送 付 （前期日程・後期日程・A日程）
2 月 5 日 （ 金 ）
一程
一
lψ…ロ同一l＋
…A… 
前 期 日 程
学力検査等
2月25日（木）
合格発表
3月 6 日（土）
入学手続
3月12日（金）・13日（土）
一時木
……
表
土
一
二
日間
… ’
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学力検査等
3月15日（月 ）
合格発表
3月19日（金）
入学手続
3月26日（金）・27日（土）
追 加 合 格 ・ 問 入 学 手 続
（前期日程・後期日程・A日程）
3月28日（日）から
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平成5年度 富山大学入学者選抜日程の概要（推薦入学等特別選抜）
験
U
一
試日一一η一。ノ4E一ン一
出一
セ一 t
日
一
二 岱 乱 F n v 一 ’入
1
一 1 4
学
円
一
大
1
－
推薦入学
（人文学部）
出願期間
12月14日（月）～18日掛
↓ 
受験票送付
1 2月2 2日(!k)
↓ 
学力検査等
1月20日制
↓ 
合格発表
2月5日制
↓ 
；帰国子女特別選抜： 社会人特別 選抜推薦入学
（人文学部以外の学部）
↓ 
出 原質 間期
11月9日（月）～13日制
↓ 
A ..x.. 験 票 送 付
11月18日 制
学
査
等
力 検
1 2月 2 日嗣
えh
Q 格 発 表
1 2月11 日制
入
学
手 続
2 月12日樹 ・15日（月）
↓ 
入 悼ん寸」
4月12日（月）
式
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平成5年度 富山大学入学者選抜日程の概要（私費外国人留学生特別選抜）
私費外国人留学生統一試験
日 本 語 能 力 試 験
↓ 
出 願 期 間
1月25日（月）～2月 2日（火）
↓ 
�且： 験 票 送 付
2月5日（金）
↓ 
寸＂＂ι・ 力 検 査 等
2月25日（木）
↓ 
メロ与、 格 発 表
3月6日（土 ）
↓ 
入 寸＂＂ι- 手 続
3月12日（金）・ 1 3日（土）
↓ 
入 井寸主 ιー 式
4月12日（月）
企 推薦入学等特別選抜入学願書の受付で． いよいよ始
まった 平成 5 年度入試に繁華感がみなぎる 入試課
（特別選抜願書の締め切られた 平成 4 年1 1月13日樹）
aq 円／】
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山成5年度富山大学推薦入学， 帰国子女 ・ 社会人特別選抜志願状況及び合格者数
平成 5 年度の 推薦入学 （人文学部 を除 く 。 ）， 帰国子女 ・ 社会人特別選抜 の 出 願 を 去 る 11 月 9 日 （ 月 ）～1 3 日 （ 金 ）
ま で受け付け ま し た 。
平成 5 年度富山大学推薦入学， 帰国子女 ・ 社会人特別選抜志願状況及び合格者数 は次 の と お り で す 。
区分 学部 陣→aー－ 科 等 募 集 人 員 5 年度志願 4 －＇＋用品、 合 格 者 数
※ 主主 主主 名
人 文 人 文 A一a子,_ 科 35 
圭ロ五ロ 学 文 A十.... 科 1 5  4 1  
言十 76  
中 学 校 教 員 養 成 諜 程 （ 理 科 ） 2 1 0  2 2 
中 学 校 教 員 養 成 課 程 （ 美 術 ） 2 9 9 2 
叡宵 虫情 学亙報盈 員教
養 成
育
課 程
課
（ 家 屋
程
l 2 1 0  1 1  2 
1 0  3 0  3 4  1 0  
推 計 1 6  59 56 1 6  
経 済 + 科 20 20  9 
昼 間 主 経 営 :+ 科 30 3 1  32 1 3  コ ー ス 経 戸同.... 法 学 科 1 6  9 8 
薦 経
済
言十
67 6 1  3 0  
i文"' 活 �手，＿・ 、 26 25  1 0  
夜 間 主 t、土宜 p邑�、 A寸� 、 22  1 1  7 20 コー ス 沼、土 営 主計主 学 、、 8 1 1  7 
56 47  24 
入 理 数 A子�与 科 1 6  5 7  6 2  1 7  
電 子 情 報 工 学 科一豊
専
通
門
一？．
（
理
工
ー数
業
．税
）
．ー 1_2_ _?_8_ JJ 1 2_ 
6 8 1 5  6 
機械 シ ステ ム 工 学’ 一科
専
一普
門
通－－ －
c
・
工
理一
業
数
7
科・… 9 2 1  4 1  9 - ;i- n -5 -i 
$』 工 物 質 工 学 科 普 通 ・ 理
I工数業科〕
8 1 6  1 6  9 
専門 -4- 。 。
化 学 生 物 工 学 科守
専
普 通門・I
理
工数
一
葉科y-
8 1 7  23  8 -4- -5 
自十 55 106 1 48 47  
f--コ 計 1 52 345 450 1 34 
人 X' 三三 革斗 1 u l 
人 文 宝回五" 主寸主ー． 文 $ 科 若 干 名 2 。
言十 3 。 2 ：帰 経 済 学 科 。 。 。
国
経 済
昼 間 主
経
営 '.'f: 科 若 干 名 。
子 コー ス 経 営 法 !Of: 科 。 。 。
女 言十 1 。
特 数 一← 。 。 。
日lj 物 理 生堂 、、 。 。 。
選 理 イヒ
4悼A－ ． 、
若 干 名 。 。 。抜 生 物 全学 ‘ 。 。 。
地 球 科 学 科 。 。 。
5十 。 。 。
ぷ
仁』三3 自十 若 干 名 4 。 3 
人 〉ι ：子 F
科
十 よ3 よ3 3 
人 文 語 ザ...ー，' 文 Pチ�ら 若 干 名 4 6 3 
社 員十
7 9 6 
� 経 済 《イ孟4二－ 科 1 3  1 0  4 
人
経 済
夜 間 主 経 営 店→品a与． 科 20名 程 度 1 1  1 2  6 特 コ ー ス 経 戸片孟4恥 量百十 さ営 科
1 1  6 6 
�lj 35 28 16 
選 化 A寸＇！： 科 。 。
抜 理 生 物 学 科 若 干 名 2 地 球 科 A寸u与－ 科 2 2 
計 4 3 
J仁当1、 目十 20名 程度 46 38 25 
総 計 1 72 名 程度 395 488 1 6 2  
（注） な お， 人文学部の 推薦入学願書 の受付は， 1 2 月 1 4 日 （月 ）～1 8 日 （ 金 ） の 5 日 間 で す 。
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装置） ' x線回折装置， 蛍光X線分析装置等 の 各測定 rr
室は， 前室兼事務執務室 （計画， 資料調査，結果検討 ， rt
記録等） があ り ， ク I｝ ー ン な 機器測定室 と 分割 さ れ て 三t:
いて ，各担当教職員が配置 さ れて い た 。 ま た ， 共用 の ：t::
広い試料前処理室 ・ 調整室が設け ら れていた 。 日本 の t・5
大学で も 少 な い羨ま し い整備で あ る 。 問中心は， 計算 t?
機中心 と 同 じ建築内 に あ る こ と も あ っ て ， 建物の 入 口 ＼：：
で身分証明書の提示を求め ら れ る 。 さ ら に ， 計算機 中 ；：
心は． 通常鉄格子戸が閉め ら れて い る 。 分析測試中心 主：：：：
に入 る の に も ， 事務受付で許可を取 ら な ければな らない。 ＇.：：三
日本で も研究設備 ・ 備品の最近の開発進歩に伴い，
高性能の測定装置は高価であ り ， 設備更新が極めて 困 t?
難にな っ て き て い る こ とか ら ， 個別の学部 ・ 研究室 ご 主主
と に種々 の必要設備を整え る こ と がで き ず， か な り 以 t:::
前か ら共同利用施設構想があ る 。 ま た， 各専任教職員 三：�：
の十分な配置が極めて少な く ， も し ， 幸 い に配置 さ れ ：；．三
て い る場合に， そ の職員の身分上の待遇 と 展望が聞か ：：j・5
れに く か っ た 。 こ の点で， 中国の大学に み ら れ る 各測 rr
定装置 ・ 室 ご と の専門職の配置は良いよ う に思え た。
彼 ら に は． 学系 （学部） 学生 と研究生 （ 3 ヶ 年 の 修士 三；：
課程学生） の指導 も課せ ら れ て い て， そ の指導ぶ り は 出
極め て熱心で あ っ た。 こ の よ う な事情の も と で， 取 り
組んで い る 漢方薬の生物活性成分に関す る 研究につ い j・t
て， 数人か ら相談を受けた。 特に， 副教授や講師の方
昇野村
『遼寧大学分析浪lj試中心の訪問を終え て』
教授教育学部
・ ・ ・ 0・ ． ． ，・ ． ．・ ． ． 、｝ ．  ・ ． ． ．・ ．・ ・ ．1 ・ ． 目・ ． ． ．・ ． ． ．・ ．. .  ・ ． ．・ ・ ．ー ．・ ． ．目 ・ ． ．・ . .回 目 ・ a
遼寧大学分析測試 中 心 ， G C MS測 定 室でパ ソ
コ ンでのデ ー タ 処理を指導する 回瑞華副教授
企
一昨年 （1990） 秋の 3 ヶ 月 を， 遼寧大学分析測試 中
｛） 心主任の王学琳副教授が， 交流学者 と して私の研究室
：： に在席 し， 主 と して ， 高速液体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に
::t・ よ る 構造異性体分離機構に関す る研究に従事 さ れた。
私は王氏の招請 も あ っ て， 去る 8 月 21日か ら 9 月 18
：； 日ま での間， 本学国際交流委員会の承認を得て， 同大
t 学分析測試中心に滞在 し， 同主任を は じ め28名 の研究
）） 要員 と 交流 し， 分析機器の設備 と研究事情を知 る こ と
： がで き た 。 ま た， 同大学化学系 （学部） も 訪問 し ， 化
；：・ 学教育事情に触れ る こ と が出来た。 さ ら に， 大連市 の
： 遼寧師範大学設備処 ・ 実験計算中心を訪問 して， 同処
；； 長 ・ 主任高燦葉副教授の案内で T線測定装置な ど物理
史 並びに化学的 な測定機器 ・ 設備を見学 し た 。
な お， 今回の交流 に 当 た っ て は， 以前 に本学 に来訪
さ れ た鴻玉忠校長 （学長） や顧歪相副校長並 び に ， 初
白 対面の冷少哲書記 と 李晶処長を は じ め と す る 外事処 の
方々 に も丁重な も て な し を受 け た 。 厚 く 感謝す る 。 特
に， 入学式に校長 と 並んで列席 し， そ の厳粛で 内容あ
る 場面を体験 さ せて も ら っ た 。
両大学問の交流が円滑に な っ た の も ， 以前に訪 中 さ
三 れた諸先生の御苦労 と 人文学部三貰政美教授の御尽力
主 に負 う と こ ろ が大き い 。 改め て敬意を表 し ま す。
こ こ に， 概略を報告 さ せて い た だ き たい と考えます。
先に ． 王副教授は， 夫人孫淑薄化学系副教授 と 共著
お・ で 「波譜分析 （ス ペ ク ト ル分析） 」 と 題 し て ， 機器分
：； 析全般に わ た っ て の専門学部 ・ 研究生対象の解説書を
．：日 出版 し て お ら れ， 特に ， F T I  R （ フ ー リ ェ 変換赤外
お 吸収 ス ペ ク ト ル分析装置） について業績があ る 。 問 中
:t： 心に あ る 機器分析測定装置 は， 日本の新製品が多 く 設
足。 置 さ れて い る 。 走査型電子顕微鏡， 核磁気共鳴吸収，
G C M S  （ ガス ク ロ マ ト グ ラ フ ・ 質量分析装置） , H 
P L C  （分離用並びに分取用高速液体 ク ロ マ ト グ ラ フ ）
I C P （誘導結合プ ラ ズマ発光分析装置） ， 原子吸
．－； 光分析装置， F T I  R ， 分光分析装置， 電気分析装置
．， （ ボ ル タ ム メ ト リ ー ， 電位差， イ オ ン 電極等で の測定
nnu 円／】
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・： が， 熱心に英語で 研究についての討議を求め ら れ た 。
こ れ は， 私が中国語を理解 し な い か ら で， 大変申 し 訳
京 な い こ と であ っ た 。 その討議の内容の多 く に共通す る
5 こ と と し て， 彼 ら が個別に配属 さ れて い る測定室の 機
t： 器だ けでの実験展開に は限度があ り ， 他の測定室 と 協
会 力 し 合えば， よ り 有効に格段の発展を み る こ と が出来
る はずだ と 指摘 し た。 し か し ， こ の よ う な こ と は 日 本
・： で も 他国の 研究機関で も言え る 。 分析測試中心に は ，
J： 遼寧省の化工品 と 食品の分析が業務 と し て課せ ら れ て
．・：． いて， こ の業務がな かなか多忙の よ う であ っ た 。
:{ ... 遼寧大学分析測試中心， 高速液体 ク ロ マ 卜 グ ラ フ 測定
室での王学琳主任， 景達講師及び 4 人の研究生 ・ 学生
ま た， 遼寧師範大学実験計算中心で は， 農産物 中 の
合 農薬， 海産物と 海水の放射能測定， 輸出鉱物の 分析等
次： が課せ ら れて いて， 大学の設備の充実が実務的効用 と
だ 着実に結 ひ’つ く 反面で， 大学の使命 と し ての純粋 な 研
・ti 究に専心す る こ と は， 難 し い面 も あ る よ う に感 じ た 。
それで も ， こ こ で は， 大連市の新生児全部の毛髪 中 の
J：� 金属分析を I c P で測定 し て い る と の こ と であ っ た 0
・j： 中国の場合， 11億 6 千万余人の人口 を抱えて， 技術先
：； 進諸国の狭間で， 貧 し さ か ら 自 ら を開放 し よ う と い う
お 大命題 ・ 近代化に結束 して努力 を し て い る な かで， 大
．；： 学が実務か ら遠ざか る こ と はで き な い よ う に思え る 。
隣国の事情に接 し て みて， 日 本の大学で も， 国民や
JI 社会や友好国 と の関係を更に考え る 必要を痛感 し た。
今回の僅か 1 カ 月 足 ら ずの滞在中 に， 10人を超 え る
：：・‘ 学者や学生が 日 本に出向 い て 研究 し た い と の希望を述
－； べた。 彼 ら の国情， 殊に， 経済事情の大 き な 差を承知
・1 での彼 ら の希望 に は， 強 く 心を打たれたが安請合 い す
る こ と も な ら なか っ た 。
さ て， 遼寧大学の本年度入学生 は2, 200人 で ， 入学
：：］ 式は 2 度に分けて行われ， 最初の 1 , 200人 の入学式 に
・5 列席す る こ と がで き た。 国家演奏， 列席者紹介， 校長
三 祝辞， 在学生代表の歓迎の辞， 入学生代表の挨拶， 党
報 第338号
書記の挨拶の順に， 整然と厳粛に式が進行 した。 紹介は， 波
書記． 校長， 富山大学教授， 関西大学教授， 副校長， 学 ：f::
生係等の順に行われ， 各紹介ごと に熱烈な拍手を受けた。 ：：：H
鴻校長 は， 「太陽に 向 っ て ， 黄河 に 向 っ て ， 大地 に ：t::
向 っ て， 未来に向 っ て， 努力を続け よ う 。 基礎学力 を 滋：
身に付け る よ う 。 貧 し さ を克服 し よ う 。 」 と 説 き ， 教 。総
員組織， 学生数， 蔵書数か ら 中国全体並びに東北地方 銀：
での同大学の位置付けを し た 。 冷覚書記は， 「中国 は， ．：；：；：
改革に努力す る 。 マ ル ク ス ・ レ ー ニ ン主義を固 め る 。
基礎学力 を付け る よ う 。 文系 と 理系の理解を深めよ う 。 II
国際化に努め よ う 。 文系 も理系 も情報科学を学ぼ う 。
字を正 し く 使い， 正 し い文章を書ける よ う に努力しよう 。 I潔
」 と説いた 。 その一部を除け ば， そ の ま ま 日 本 の大学 三：・1
での挨拶 と 同 じ 内容で あ る と 思 っ た 。
... 遼寧大学分析測試 中 心の教聴員 と 問 中 心前広場で ；：．・：
記念撮影 （前列 中央が筆者）
最後に、 同大学 と 提携関係を結んで い る 関西大学で ：：t:
国際交流委員長を努め て い る 文学部安川 呈教授が宿 お
舎で隣合せだ っ たので， 国際交流に関 して種々 教わ る 主－
こ と が多 か っ た。 関西大学で も， 遼寧大学と 提携を検 ね：
討す る 際 に， 理工系学部では メ リ ッ ト が少な い と の理由 認
で， 難色を示 したが， 別途に， 中央政府直轄の東北工学 荻：
院大学と も提携する こ と で合意さ れた と の こ と であ っ た。 ；；．：；：
なお， 後者に は， 外事処が設け られてい な い ので， 学者 三－：：：
交流に限 られてい る と 聞いた。 富山大学理系教官の国際 :mt
交流事業への参加方法の検討に参考と な る か も し れない。 訟
な お， 富山大学に も， 中国の大学の よ う に国際交流 ：：：：：：：：
会館 と 専任事務官が整備 さ れ る こ と を希望 し ま す。
,..-- （注 記） ーーー
筆者は， 平成 4 年度富山大学国際交流事業基金
第 1 種海外派遣事業に よ り ， 去 る 平成 4 年 8 月 21
日 か ら 9 月 18日 ま での間， 中国遼寧大学へ 「異性
体の分離に関す る 研究」 を テ ー マ に外国出張 さ れ
； ま し た 。
円ーワ－
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平成 4 年度第 3 回 大 学 院委員会 ( 10月 9 日 ）
（審議事項）
( 1 )  平成 5 年度富山大学大学院経済学研究科 （ 修 士
課程） 入学試験合格者の判定 に つ い て
(2) そ の 他
平成 4 年度第 9 回評議会 （10月 14日 ）
（審議事項 ）
( 1 )  平成 4 年 9 月 卒業者 の 認定 に つ い て
(2) 学 生 の 除籍 に つ い て
(3) 転学部 に つ い て
(4 ) 教育改革 に 伴 う 対応 に つ い て
(5) そ の 他
平成 4 年度第 2 回国際交流委員会 （10月 15 日 ）
（審議事項）
( 1 )  平 成 4 年度富山大学国際 交流事業基金第 2 種 外
国人研究者 の 招 へ い 事業 （ B ） の 採択 に つ い て
(2) 平成 4 年度富山大学国際交流事業基金第 3 種 外
国留学への奨学事業の採択 に つ い て
(3) そ の 他
平成 4 年度第 1 回教育改革整備委員会 （ 10月 19日 ）
（議 題）
( 1 )  委員長の 選 出 に つ い て
(2) 今 後 の 作業 日 程 （案） に つ い て
(3 ) その他
平成 4 年度第 7 回 事務協議会 （ 10月 20 日 ）
（議 題）
( 1 )  当 面 の 諸問 題 に つ い て
平成 4 年度第 5 回 新教育課程実施委員会 （ 10月 26 日 ）
（議 題）
( 1 )  新教育課程 の 編成 に つ い て
(2) そ の 他
���� 
富山大学教 育改革整備委員会専門委員会 内 規の制 定
富 山 大学教育改革整備委員会専門委員会 内 規の制 定 理 由
富山大学教育改革整備委員 会 に お け る 具体の検討を進 め る た め ， 富 山 大 学 教 育 改 革 整 備 委 員 会 規 則 第 6 条
に 基づ く 専門委員 会 に つ い て 必要 な 事項を定 め る 。、 d、 ，
、 . . . ， ー ー ・ ー ー ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー － · · － · 一 ー ー ー ー ・ ・ ー ー ・ . . . . . . ・ . . 一 一 守 一 . . 一 一 ー . . . ー 一 一 ー ー ー . . . . . . . . . . . . . . ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ・ － ー . . . 守 ・ ー ー ー . . － ー ー ー ー ー ー － ー ー ー ・ ー ー ー ・ ー ー ー ー ー ー ー ー ー － ー 一 一 ー 一 守 . . ー ー ー ー 守 ー － － － － ー ー ー 一ー ー ー ‘ ー － ー － ・ － － ー ・ · · · · · · · · · · · ー 守 ー ー ー ー － ー ー ー ・ ー ・ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー － － － · · · · · -"  
富 山 大学教育改革整備委員会専門委員会 内規
（設 置）
第 1 条 富 山 大学教育改革整備委員会規則 （平成 4 年
9 月 25 日 制定 ） 第 6 条 の 規定 に 基づ き ， 富 山 大学教
育改革整備委員会 （以下「委員会」 と い う 。 ） に ，
次 の 専門委員会 を 置 く 。
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専門委員会の 名称 所 掌 事 項
組 織 制 度 専 門 委 員 会 ｜ 組織制度 に係る検討
教育課程等移行専門委員会 ｜ 教育課程等移行に 係 る 検討
平成 4 年 1 1月 発行 ....... 十
（組 織 ）
第 2 条 専門委員会 は， 次 に掲 げ る 者を も って組織する。
専門委員会の名称 委 員
組 織 制 度 専 門 委 員 会 (1） 委員会委員 （教育課程等移行専
門委員会委員を除 く 。 ） 6 名
(2） 専門委員会が必要 と 認め る 者
若干名
教育課程等移行専門委員会 (1) 委員会委員 （組織制度専門委員
会委員を除 く 。 ） 6 名
(2） 専門委員会が必要 と 認め る 者
若干名
報 第338号
（主 査 ）
第 3 条 専門委員会 に 主査 を 置 き ， 委員の互選 に よ り
定 め る 。
（意見の 聴取）
第 4 条 専門委員会が必要 と 認 め た と き は， 委 員 以 外
の 者 の 出席 を 求 め ， 意見を 聴 く こ と がで き る 。
附 則
こ の 内 規 は ， 平成 4 年1 0月 1 9 日 か ら 実施す る 。
富山大学大学院経済 学研究科委員会規則の一部改正
ノ… 富 山 大学大学 院経済学研究科委員会規則 の改正理 由
大学院経済学研究科委員会規則 に， 緊急の必要 あ る 場合 の委員会 の 開催及び議決規定を設け る た め ， 所要事
項 を 改 め る 。
富 山 大学大学院経済学研究科委員会規 則 の 一部 を 改正す る 規則 を 次 の と お り 制定す る 。
平 成 4 年11 月 20 日
富 山 大学大学院経済学研究科委員会規則 の一部を
改正す る 規則
富 山大学大学院経済学 研 究 科 委 員 会 規 則 （ 平 成 3
年 3 月 30 日 制定 ） の 一部 を 次 の よ う に 改正す る 。
第 5 条 を 次 の よ う に 改 め る 。
第 5 条 委員 会 は， 委 員 （ 長 期 出 張 中 又 は 休 職 中 の
委員を 除 く 。 以 下 同 じ 。 ）の 3 分 の 2 以 上 の 出 席 に
よ り 議事 を 聞 き ， 出 席 者 の 過 半 数 の 同 意 を も っ て
決す る 。 た だ し ， 富 山 大 学 学 位 規 則 第1 0条 に 規 定
す る 事項 を 審議す る と き は ， 出 席 者 の 3 分 の 2 以
上， 同第14条 に 規定 す る 事項 を 審 議 す る と き は 、
出席者の 4 分 の 3 以上 の 同意 を も っ て 決す る 。
富山大学長 小黒 千足
2 前項の 規定 に か か わ ら ず 、 緊急の必要 が あ る 場 合
（富 山大学学位規則第1 0条 及 び第1 4条 に 規 定 す る 事
項の審議を 除 く 。 ） は， 委 員 の 2 分 の l 以 上 の 出 席
に よ り 議事を聞 き ， 出 席 者 の 3 分 の 2 以上 の 同 意 を
も っ て 決す る こ と が で き る 。
附 則
この 規 則 は ， 平成 4 年11 月 20 日 か ら 施行す る 。
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去 る 11月 3 日 付けで， 平成 4 年秋 の 叙勲が発表 さ れ， 本学関係 で は 次 の方が受章 さ れ ま し た 。
名誉教授 四谷平治 勲三等旭 日 中綬章
ー 四谷先生に受賞の喜びをイ ン タ ビ ュ ー 一 一 一－－－－－－－－－－－ 一 一 …－ － － － － － － － － － ー＼
こ の た び， 叙勲の 栄 に 浴 し ま し た 。 去 る 11 月 17 日 （火 ） 妻を 同伴 し て
上京 し ま し た 。 伝達式 は ， 国立劇場 で行わ れ鳩山文相 の お 祝 い の あ い
さ つ が あ り ， 文部省女子職員 に よ り 勲章 を 首 に 掛けて も ら い ， 直 ち に
皇居へ参内 し ， 南車寄 （表玄関） か ら 入居 し ， 「春秋 の 間 」 に お い て 天
皇の拝謁 （ お言葉） が あ り ， 受勲者の代表 の お礼の言葉 を 申 し 述 べ て
退 出 し ま し た 。 前庭で記念撮影を し て 帰って参 り ま し た 。 大 学 関 係 者
の 御支援 に深謝 し て お り ま す 。
（元工学部教授 。 御専門 は制御工学。 お住 ま い ： 砺波市鷹栖 151)
＠＠⑧⑧ 
山 野 に 白 雪が舞 う 季節 と な り ま し たグ
0 暖房器具の点検整備 を 行 いま し ょ う 。
0 灯油貯蔵及 び試薬 品の管理等 に十分注意 し ま し ょ う 。
火災予 防 と 安全管理 に 万全 を 期 し て災害の 防止 に 努 め ま し ょ う ！.ノ
nu 円。
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平成4年度富山大学教職員文化展が好評．グ
本学教職員 が職務を離れ て， 害， 絵画， 工芸， 写真，
生花及び手芸 な ど の趣味及び特技を活か し て 制作 さ れ
た 作 品 を 学 内 に 披露す る 今年 度 の 「教職員文化展」 が．
平成 4 年度教育 ・ 文化週間 に ち な ん で， 去 る 1 1 月 4 日
（水）か ら 1 1 月 6 日 （金 ） ま で の 3 日 間開催 さ れ ， 多 く の
教職員 が会場 の 黒 田講堂会議室及び同 エ ン ト ラ ン ス ホー
ル を訪れ， 素人離れ の 力 作 の 数 々 に 感嘆 の 声 を 上 げ て
い ま し た 。 （表紙写真参照 ）
こ の 文化展 は， 本学 レ ク リ エ ー シ ョ ン 委員会文 化 部
会 と 文部省共済組合富山支部が共催 し て ， 昭和30年代
か ら 毎年開催 さ れ て お り ， 教職員 が心待 ち に す る 行 事
と し て定着 し て き て い ま す 。 ま た ， 最近 は， 教 職 員 の
家族か ら の 出展 も 呼び掛 け ら れ る な ど， 教職員 の 交 流
の 場 と し て も 意義 あ る も の と な っ て お り ， 元職員 と 旧
交 を 温 め ら れ る ほ ほ え ま し い光景 も 見受け ら れ ま し た。
本年度 の 出展作品 は ， 絵画 15点， 書13点， 華道12点，
写真 18点， 工芸 6 点， 手芸 18点， 盆景 9 点 ， 計 9 1 点 が
会場一杯 に 展示 さ れ ま し た 。
ま た ， 訪れ た教職員 や近隣 の地域住民 に． 職 員 茶 道
班が抹茶を振 る 舞 う な ど し て 大変好評を博 し ま し た。
本学チ ー ム惜 し く も 3 位グ
平成4年度全国公務員 レクリ エ ー シ ョ ン
共同行事富山地区車球大会
平成 4 年度全国公務員 レ ク リ エ ー シ ョ ン 共同行事富
山地区卓球大会が， 去 る 1 1 月 19 日 （木）富 山 県 総 合 体 育
セ ン タ ー に お い て 開催 さ れ ま し た 。
こ の大 会 に は， 10機関か ら 12チ ー ム の参加が あ り ，
本学か ら はA, Bの 2 チー ム が参加 し ま し た 。
本学 チ ー ム は よ く 健闘 し ま し た 。 A チー ム は ， 惜 し
1i 円。
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富山地方法務局 チ ー ム
富 山 医科薬科大学 A チ ー ム
富山大学 A チ ー ム
報
優 勝
準優勝
第 3 位
く も 準決勝で敗れ， 富 山 地方 法務局 チ ー ム が初 優 勝 し
ま し た 。 本学チ ー ム の 連続優勝 の 夢 は な り ま せ ん で し
た が， 3 位 に 入賞 し ま し た 。
な お ， 大会結果 は， 次 の と お り で し た 。
（予選 リ ー グ戦 ） く略＞
（決勝 ト ー ナ メ ン ト 戦）
優 勝
品同十平成 4 年 11月発行
平成 4 年度全国公務員 レ ク リ エ ー シ ョ ン 共同
行事富 山 地区卓球大会で健 闘 す る 本学 A チ ー ム
（平成 4 . 1 1 . 1 9 於 ： 富 山 県総合体育 セ ン タ ー）
... 
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A主4与守与
富山地方法務局
学内 レクリ エ ー シ ョ ン
＜バ レ ーボー ル大会＞
本学 レ ク リ エ ー シ ョ ン 委員会体育部会排球班 と 文 部
省共済組合富山大学支部共催 に よ る 平成 4 年度学 内 バ
レ ー ボ ー ル大会が， 去 る 1 1 月 7 日 （土 ）本学第 3 体 育 館
で 開 催 さ れ， 部局対抗 6 チ ー ム に よ り 白 熱 し た 戦 い を
行 い ま し た 。
＜野球大会＞
本学 レ ク リ エ ー シ ョ ン委員会体育部会野球班 と 文 部
省共済組合富山大学支部共催 に よ る 平成 4 年度部局 対
抗野球大会が， 平成 4 年 10月 21 日 か ら 平成 4 年 1 0 月 30
目 ま で の間， 本学 グ ラ ン ド で行 わ れ， 熱戦が繰 り 広 げ
ら れ ま し た 。
な お ， 成績 は 次 の と お り で し た 。
工学部チ ー ム
教養部 チ ー ム
教育学部 チ ー ム
人文学部 ・ 理学部 チ ー ム
円ノ】円。
勝位
優
次
3 
3 
な お， 成績 は 次 の と お り で し た 。
教養部 チ ー ム
人文学部 ・ 理学部 チ ー ム
勝
勝
優
次
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＠⑨＠ ＠  
（ 旧 ）（新）
新 し い旅券申請手続 き につ いて。
） 1 （ 
(2) 
写真
の
畑野規格
（単位 ： nwn)
7 土 2
27土 2
45 
(3) 
35 
1 . 申 偶 者 m �究 者 ） 本 人 の み が 撮 影 さ れ た も の
2 .  lt 出 の 目 的 6 か 月 以 内 に l量 影 さ れ た も の
3 .  ＇量 な し で上IC!図画面 の 各 寸 法 を み た し た も の
｛ ”の 寸 法 は m頁 （径 を 含む．） か ら 顎 ま で）
4 . 無 帽 で正面 を 向 い た も の
5 . 背 景l （影 を 含 む．） が な い も の
手数料
1 1 月 1 日 以降 申 請 分 か ら 一 般 旅 券 の 現 行 8, 000 円
が 10,000円 （ 収 入 印 紙8, 000 円 ， 都 道 府 県 収 入 証 紙
2 ,000円 ） に な る な ど手数料が改定 さ れ ま し た 。
(5) その他
既 に 取得 さ れ て い る 一般旅券 は， 有効期間満 了 日
ま で有効ですか ら ， 特 別 の 理 由 が あ る 場合以外 は 新
旅券への切替え は で き ま せ ん 。
な お ， 詳細 に つ い て は， 富 山 県旅券 セ ン タ ー
（宮0764 - 45 - 4581 ） に お 問 い 合 せ く だ さ い 。
(4) 
様式等が． 改正 さ れ て い ま す の で， 公用旅券 を 必要 と
さ れ る 方 は ， 各部局庶務担 当 係 に 手続 き を 確認 し て く
だ さ し 、 。
な お， 発給請求 は， 公用 旅 券 の 受領を希望す る 日 の
4 週 間前 ま で に， 又， 変更， 返納等 を 行 う 場 合 は ， 速
や か に ， 各部局庶務担当 係 を 通 じ て庶務課へ提 出 願 い
ま す 。
（公用旅券の取得手続 き ）
職員が公務で外国出張す る 場合 は ， 教官 の学術研究
を 目 的 と す る 外国 出 張 を 除 き ， 公 用 旅券が必要で す 。
特 に ， 用務が国際協 力事業団 の 依頼の場合 は， 公 用 旅
券 を 用 い る こ と と さ れ て い ま す 。
公 用 旅券 の 取得 は， す べて大学 か ら の申請に基づ き ，
文部大臣 か ら 外務大臣 に 発給請求 を 行 う こ と と さ れ て
い ま す 。
こ の 公 用 旅券取得手続 き も 11 月 1 日 以降， 申請書の
円合U円べU
本年11月 1 日 以降 申 請 の 分 か ら 機械読取 り 旅券 が発
給 さ れ る こ と に な り ， 一般旅 券 の 取得手続 き が大 き く
変 わ り ま し た 。
主要 な 改正 ポ イ ン ト は， 次 の と お り で す 。
申請書
1 1 月 1 日 の 申請 か ら 様式 が 一 新 さ れ ま し た 。 （ 現
行 の 申 請書 は使用 で き な く な り ま し た 。 ）
写 真
提出用写真 は ， 縦45mm， 横35mm の も の 1 枚 （ 再 発
給 申 請 は 2 枚 ） で す 。
写真 の 要 件 は ， こ れ ま で よ り 厳格 に な り ま し た 。
新旅券のサ イ ズ
新旅券の サ イ ズ は ， 縦12 .5cm， 横8.8cm と こ れ ま で
の旅券 の 約 %程度 （ ワ イ シ ャ ツ の 胸 ポ ケ ッ ト に入 る 。 ）
の大 き さ と な り ま し た 。
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小包郵便物の料金改定 に つ いて
平成 4 年11月 1 日 か ら 小包郵便物 の 料 金 が改正 さ れ ま し た 。 改定後 の 料金 は， 次 の と お り で す 。
IJJ5嘗ω 料 金 表 （寓山l円II I I川 IP.{:( l ' I  
同�I) 2 kg ま で 4 kg ま で 6 kg ま で a kg ま で 1 0kg ま で 1 2kg ま で
近距離 同
一
5 1 0 630 750 』 8 1 0 870 930 Iii町村｜λl
:tl!!. Jjj� そ の 他 6 1 0 770 930 1,0 1 0 1 ,090 ! 1,  1 70 （第 l j出－."Wl
中 距離地峡 820 980 1 , 1 40 1 ,220 1 ,300 1 ,380 （ 奇l 2 J也，Ii:Cl
遠距離地域 1 ,020 1 , 1 80 1 ,340 1 ,420 1 ,500 1 , 580 ｛ 第 3 J也，：；n
(a) I 料11:持払は u己｛fo:f.fiに l 5111がIJ11 Jr � I L ま す．
Z .  toOUU·ま と め て ご和l川 さ れ ま す と 20% ー ：100.0-.•:11’J I 1 ・ た し ま す ．
:1. 下l 世 に は HH？ 悦 が 冷 ま れ て い ま す．
（凡例 ）
じこコ 第 1 地帯
.. 第 2 地帯
医翠国 第 3 地帯
・ 2 kg ま で （普通敏 い ） の例です。
（富山 県内郵便局差 し 出 し 分 の
料金 は， 同 一 で す 。 ）
250 g まで� \ 500 g まで I 1 kg まで 1 1 . 5同まで I 2 kg ま で
240 I 3 1 0 I 3ao I 450 I 520 
1 65 I 205 I 2a5 I 345 I 405 
置智司ljj�宿泊I��軍司・
• •To： ：，＼カ＜ 2 kgU 卜．
・ ！”l · .1.i!I＇， 人 か ら J か ， ， 1句iニ5Jj側n.1·. か っ 形状 、 抗 l止及 U'』j｛ 械 い がl・4 じ
心 的 を ，，制‘Iに口 T側n UJ ll＂ し い た だ い た 川 （�.
• H �fo: の J； �j！、 い l J. H 刊行 役 ll'i て·＇！＜＇ I I J!, l '• 
箱型 s cz3 x ·1 1 x 1 1r 1 00円
箱型M !32 x 23 x 15）� 1 40円
宇宙型 L (39 × 29 × 20) 2 00円
袋 型 小 （45 × 27 × G ) 1 00円
袋 型 大 （43 × 32 × J G「 220円
必HTnd 
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渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
4 .  10. 2 
人文学部 教 授 矢津 英一 ロ シ ア ロ シ ア 演劇の研究
4 .  1 1. 28 
4 .  10. 3 
理 学 部 助教授 東川 和夫 ポ ー ラ ン ド 複素解析に関す る研究集会出席
4 .  10. 18 
第 3 回 ア ジ ア 熱物性会議出席， 4 .  10. 10 
外 国 出 張 工 学 部 講 師 平津 良男 中 国
研究発表 4 .  10. 17 
ス リ ラ ン カ 「 ゴ ン ド ワ ナ 超大陸原生代変 4 .  10. 14 
教育学部 教 授 相馬 恒雄 イ ン ド 動帯の研究」 の た め の地質野
ネ ， 、． lレ 外調査 4 .  11 .  26 
，， 助教授 刑座圭太郎 II II ，， 
ポ ー ラ ン ド
チ ェ コ ス ロ ノイキ ア 4 .  10. 22 
ハ ン ガ リ ー
，， 教 授 長谷川総一郎 ド イ 、ソ 立体造形の教材研究 と 調査
デ ン マ ー ク
ト ア ニ ア 5 .  8 .  22 
カ ナ ダ
中国湖南省武陵源区に お け る 4 .  10. 26 
教 養 部 教 授 桂木 健次 中 国 地域開発 に よ る 農村の変容 と
環境問題に関す る 研究会出席 4 .  1 1. 11 
イ タ ア
戸王 Jレ ギ 一 4 .  10. 30 
教育学部
教 諭 永田 真理 Jレ ク セ ン プ jレ グ
平成 4 年度国立大学学部附属
附属中学校 学校等教官海外教育事情視察
フ フ ン ス 4 .  1 1. 24 
ア メ リ カ 合 衆 国
ヒ ュ ー ス ト ン大学 に お け る 4 .  10. 19 
工 学 部 助 手 山田 昌樹 ア メ リ カ 合 衆 国
有機化学の共同研究 5 .  10. 19 
第12回テ レ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 4 .  10. 25 
海 外 研 修 教育学部 教 授 山西 潤ー ア メ リ カ 合 衆 国 国際会議出席及ひ覗究資料収集 4 .  11. 2 
第 7 回韓 日 経済経営国際学術 4 .  10. 29 
経済学部 助教授 水谷内徹也 韓 国 会議出席， 同国企業経営関係
資料収集 4 .  1 1. 4 
〔訂正 〕 前号掲載 の人文学部末 原達郎助教授 の 外国出張の期間 は， 4 . 9 .  18～ 4 .  1 1 .  1 1の 誤 り で し た 。
phu 円ぺυ
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〈新任者住所〉
庶務部庶務課
文部事務官 田 端 尚 史
（学事調査係）
経済学部
教 授 竹 川 慣 吾
（政策科学）
教 育 学 部
助 教 授 長 久 良 一
（応用経済学）
教 授 竹 浪 聴
（ 国 語 学 ）
附属図書館
事務補佐員 堀 井 雅 恵
（ 閲 覧 係 ）
茂藤大手尚
一
部批 学
助
制
理
孝信村岡授
）
部
学
養哲
教
（
教
〈住所変更〉
施 設 課
文 部 技 官 津 島 康 一
（ 工 営 係 ）
講 師
（保健体育） 鳥 海 清 司
学生部学生課
文部事務官 笹 岡 博 史 〈住所表示変更〉
（ 学 生 係 ） 工 学 部
教 授 山 口 信 吉
人 文 学 部
文部事務官 長谷川 美 憲
（ 学 務 係 ）
教育学部附属養護学校
教 諭 河 井 道 子
nhu 円べU
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本 部
10月 1 日 第 11回新教育課程実施委員会作業部会
l ～ 2 日 平成 4 年度東海 ・ 北 陸地 区 国 立 学 校 等 広
報 ・ 文書研究協 議 会 （ 於 ： ワ カ ヤ マ 第 2
富士 ホ テ ル）
5 ～ 7 日 平 成 4 年度国立 大 学 事 務 長 研 修 （於 ： 国
立教育会館）
6 日 平成 4 年度高等 学 校 長 協 会 と 富 山 大 学 と
の 懇談 会 （於 ： 高志 会 館 ）
6 ～ 7 日 第 28回国立4 1 大 学 庶 務 部 長 会 議 （ 於 ： 三
重大学）
7 ～ 8 日 第55回学生部 次 長 協 議 会 （ 於 ： ホ テ lレ メ
ト ロ ポ リ タ ン 盛岡 ）
8 日 庶務係長会議
8 ～ 9 日 第52回 東海 ・ 北 陸 地 区 国 立 大 学 等 施 設 部
課長会議 （於 ： 浜松 医科大学 ）
9 日 物品定期検査 （本部 ）
第 3 回大学院委員会
胃検診， 血液検 査 ， 心 電 図 ， 血 圧 測 定 ，
尿検査
12日 部課長会議
13 日 第 7 回部局長懇談会
文部省共済組合 東 日 本 地 区 事 務 担 当 者 打
合 せ 会 （於 ： 高志会 館 ）
13～14日 第 13回 全国国立大学学生部長協議会 （於 ：
海外職業訓練協会 ）
13～ 16日 平成 4 年度国立学校等課長（事務長）補佐研修
（於 ： 国立オ リ ン ピッ ク記念青少年総合センター）
14日 第 9 回評議会
第 1 回 自 己 点 検 評 価 委 員 会 教 育 活動専門
委員会， 研究活動等専門委員会， 管理運営
専門委員会の合同委員会及 び各専門委員会
人事関係事務処理状況調査
15日 第 7 回 国際交流委員 会留学生部会
第 2 回国際交流委員会
15～16 日 第27回 東海 ・ 北 陸 地 区 国 立 大 学 事 務 局 長
会議 （於 ： 福 井大学 ）
第 28回 国立大 学 経 理 部 長 会 議 （ 於 ： 秋 田
大学）
19 日 第 2 回 自 己点検 評 価委 員 会 管 理 運 営 専 門
委員会
胃検診， 血液検 査 ， 心電図， 血 圧 測 定 ，
尿検査
20 日 第 7 回事務協議会
胃検診， 血液検 査 ， 心電図， 血 液 測 定 ，
尿検査
第12回新教育課程実施委員会作業部会
20～30 日 平成 4 年度北陸 地 区 国 立 学 校 事 務 電 算 化
担 当 職員研修会 （於 ： 金沢大学， 辰 口 共
同研修セ ン タ ー ）
21 日 第 2 回 自 己点検 評 価 委 員 会 研 究 活 動 等 専
門委員会
研究協力 を 考え る 会
21～23 日 第30回全国厚 生 補 導 研 究 集 会 （ 於 ・ 鳥 取
県民ふれ あ い 会館他）
21～30 日 部局対抗野球大会
22 日 胃検診， 血液検 査 ， 心 電 図 ， 血 圧 測定，
尿検査
22～23 日 第 13回国立大学研究協力部課長会議 （於 ：
大阪大学）
23 日 胃検診， 血液検 査 ， 心 電 図 ， 血 圧 測定，
尿検査
26 日 第 2 回 自 己点検 評 価 委 員 会 教 育 活 動 専 門
委員会
27 日 第 1 回入学試験 実 施 委 員 会 電算 処 理 専 門
部会
27～29 日 平成 4 年度東海 ・ 北 陸 地 区 国 立 学 校 等 係
長研修 （於 ： 財団法人 岐阜県勤 労 福 祉 セ
ン タ ー ）
28 日 第 3 回 自 己点検 評 価 委 員 会 研 究 活 動 等 専
門委員会，
第 3 回管理運営専門委員会
29～30 日 平成 4 年度東海 ・ 北 陸 地 区 国 立 学 校 等 安
全管理協議会 （於 ： 福井大学 ）
29～30 日 第74回東海 ・ 北 陸 地区国 立 大 学 学 生 部 課
長会議 （於 ： 名古屋工業大学 ）
31 日 共済支部連絡協議会 ボ ー リ ン グ大会
学内 バ ド ミ ン ト ン 大会
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人 文 学 部 ｜
10月 5 日 物品定期検査
7 日 学部 自 己 点検 評 価 委 員 会 内 規 （ 案 ） 制 定
準備委員会
9 日 学部教務委員会
教授会
教授会 （人事）
研究科委員会
12 日 専門教育課程移行者 オ 1） エ ン テ ー シ ョ ン
13 日 後学期授業開始
14 日 係長会議
20 日 学部 自 己 点検評価委員 会 内 規 （ 案 ） 制 定 準
備委員会
学部補導委員会
21 日 教授会
教授会 （人事）
28 日 第 15回 17大学人文系学部事務長会議 （於 ：
三重大学）
29～30 日 第37回 17大 学 人 文 系 学 部 長 会 議 （於 ： 三
重大学）
教 育 学 部
10月 1 日 附属学校運営委員会
3 日 日 本教育大学協 会 研 究 集 会 （ 於 ： 広 島 大
学 ）
6 日 カ リ キ ュ ラ ム 委員会
7 日 人事教授会
物品定期検査
9 日 学部補導委員会
学部教務 ・ 補導合同委員会
学部教務委員会
教授会
12～13 日 全国国立大学教 育 学 部 長 会 議 （ 於 ： 富 山
大学 ）
13～14日 平成 4 年度教育学部学生合宿研修 （ 秋 期 ）
（於 ： 国立能登青年 の 家 ）
19 日 後学期開始
20 日 学部補導委員会
21 日 学部将来計画委員会
報 第338号
人事教授会
全 国国立大学附属 学校北信越地区副校園
長 会 （於 ： 月 間温 泉 ）
22 日 カ リ キ ュ ラ ム 委員会
経 済 学 部
10月 2 日 平成 4 年度転学科 ・ 転 学部 出 願 者 の 選 考
委員会
5 日 学部入学方法検討委員 会
6 日 物品定期検査
各種委員選考委員会
7 日 平成 5 年度大学 院 経 済 学 研究科 （ 修 士 課
程） 入学試験合格者選考委員会
大学院経済学研究科委員会
論 集委員会
9 日 学部教務委員会
教授会
学部職業補導委員 会
学部補導委員会
12 日 後学期授業開始
専門教育課程移行 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
15日 係長会議
15～ 16 日 国立 12大学経済 ・ 経営学部教官懇談 会 （ 第
8 回 ） （於 ： 和歌山大学）
19 日 学部教育改善検討委員会
係長会議
21日 学部教務委員会
人事教授会
教授会
助手室業務運営委員会
23 日 学部補導委員会
26 日 各種委員選考委員会
29 日 論集委員 会
理 学 部
10月 5 日 物 品定期検査
12 日 教授会
人事教授会
研究科委員会
口δ円ペU
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13 日 専 門教育課程移行者 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 10月 2 日 物品定期検査
14日 後学期授業開始 7 日 教務委員会
係長会議 8 日 補導委員会
21 日 学部補導委員会 9 日 教授会
学部業績集発行小委員会 13 日 後学期授業開始
22 日 国立22大学理 学 部 長 会 議 （ 於 ： 東 京 工 業 14日 推薦委員会
大学） 21 日 内地 ・ 在外研究員 に 関 す る 委員 会
第10回国立大 学 理 学 部 長 会 議 （ 於 ： 東 京 27 日 紀要委員会
工業大学 ） 将来計画委員会 ・ 教務委員会合同委員会
28 日 学科主任会議 教務委員会
大学院構想推進委員会 29～30 日 12大学教養部長 ・ 事 務 長 連 絡 会 議 （ 於 ：
山形大学）
エ 品手拍・ 部
10月 1 日 物 品定期検査
1 ～ 2 日 第 16回国立大学47工学系学部長会議 （於 ： 10月 1 日 係長連絡会
茨城大学 ） 5 ～ 7 日 平成 4 年度国立 大学事務長研修 （ 於 ： 国
7 日 学部 自 己点検評価委員会 立教育会館 ）
12 日 教授会 8 日 物品定期検査
工学研究科委員会 8 ～ 9 日 平成 4 年度国立大学 NACSIS - IR 講 習 会
専任教授会 （総合 コ ー ス ） （於 ：金沢大学）
13 日 専門教育課程移行者オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 12～ 16日 平成 4 年度東海北 陸 地 区 国 立 学 校 等 会 計
交通安全講習会 事務職員研修会 （於 ： 石川 県青年会館）
14日 学部教務委員会 13 日 係長連絡会
拡大教務委員 会 15日 第 1 回附属図書館 自 己点検評価委員会
工場運営委員会 19 日 第 1 回附属図書 館 自 己 点 検 評 価 委 員 会 専
授業開始 門委員会 （管理運営）
15～ 16 日 第25回北陸信 越 地 区 国 立 大 学 工 学 部 長 会 20 日 第 1 回附属図書 館 自 己 点 検 評 価 委 員 会 専
議 （於 ： 新潟大学） 門委員会 （利用 サ ー ビ ス ）
19 日 拡大教務委員会 22 日 第 l 回附属図書 館 自 己 点検 評 価 委 員 会 専
21 日 研究協力 を考え る 会講演会 門委員会 （ 資料整備等）
産学 フ リ ー ・ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 23 日 第 l 回附属図書 館 自 己 点 検 評 価 委 員 会 専
学部補導委員会 門委員会 （情報 シ ス テ ム ）
26 日 学部国際交流委員会 26 日 第 2 回附属図書 館 自 己 点 検 評 価 委 員 会 専
27 日 教授会 門委員会 （管理運営）
28日 学部入学試験検討委員会 26～28 日 C D - R O M 情報検索 シ ス テ ム 説明会
29～30 日 第45回 国立 大 学 工 学 系 事 務 長 会 議 （ 於 ： 29 日 第 2 回附属図書 館 自 己 点 検 評 価 委 員 会 専
東京農工大学） 門委員会 （利用 サ ー ビ ス ）
教 養 部 水素同位体機能研究セ ン タ ー
Qu nd 
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10月 5 日 第 2 回水素機能研究会
｜
地
域
共
同研
究
セ
ン
ター
｜ 
10月 1 日 文部省関係者視察
15 目 先端技術研修 「電子 デバ イ ス コ ー ス 」
(23 日 ま で ）
19 日 福 井大学関係者視察
21 日 地域共同研究 セ ン タ ー 交流振興会理事会 ・
総会
研究協力 を考え る 会講演会
産学 フ リ ー ・ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン
文部省関係者視察
26 日 信州大学 関係者 ほ か視察
27～28 日 第 4 回 国立大学 共 同 研 究 セ ン タ ー 長 会 議
（於 ： 岐阜大学 ）
30 日 第 2 回技術セ ミ ナ ー
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
10月 1 日 第30回 全 国 保 健 管 理 研 究 集 会 （ 於 ： 大 阪
国際交 流 セ ン タ ー ）
2 日 国立大学保健管 理 施 設 協 議 会 （於 ： 大 阪
国際交流 セ ン タ ー ）
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富 山 市住吉町 1 丁 目 5-18
電 話 （ 24 ) 1 7 5 5 附
nuv 凋品＆
